
（議案第９４号）

１　補正予算の規模 財政課

１．一般会計 ５９３，７９２千円（補正後の予算現額    128,050,258千円 ）

２　補正予算の内容

１．一般会計補正予算（第１０号）

（１）歳入予算の補正

（単位：千円）

歳 入 名 称 担 当 課 補 正 額

障害者総合支援事
業費補助金

療育支援課 39,480

保育対策総合支援
事業費補助金

こども政策課 17,100

こども育成課 1,260

保育課 32,520

こどもの安心・安全対策に伴う送迎車両安全装置設置に係
る計上分

国庫支出金

こどもの安心・安全対策に伴う送迎車両安全装置設置、Ｉ
ＣＴ化等の推進及び見守りタグ導入支援に係る計上分

令和４年度川越市一般会計１２月補正予算の概要

款 名 称 主 な 内 容

こどもの安心・安全対策に伴う送迎車両安全装置設置、Ｉ
ＣＴ化等の推進及び見守りタグ導入支援に係る計上分

こどもの安心・安全対策に伴う送迎車両安全装置設置、Ｉ
ＣＴ化等の推進及び見守りタグ導入支援に係る計上分
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歳入予算の補正（つづき） （単位：千円）

歳 入 名 称 担 当 課 補 正 額

出産・子育て応援
交付金

健康づくり支援
課

346,554

出産・子育て応援
交付金

健康づくり支援
課

68,238

前年度剰余金 財政課 88,640

593,792

（２）歳出予算の補正

（単位：千円）

事 業 名 称 担 当 課 補 正 額

こども政策課一般
事務

こども政策課 21,240

放課後児童健全育
成事業

こども育成課 1,260

民間保育所補助等 保育課 42,760

出産・子育て応援事業の実施に係る計上分

款 名 称

歳 入 合 計

こどもの安心・安全対策に伴う送迎車両安全装置設置に係
る補助金の計上

こどもの安心・安全対策に伴う送迎車両安全装置設置、Ｉ
ＣＴ化等の推進及び見守りタグ導入支援に係る補助金の計
上

款 名 称 主 な 内 容

民生費
こどもの安心・安全対策に伴う送迎車両安全装置設置、Ｉ
ＣＴ化等の推進及び見守りタグ導入支援に係る補助金の計
上

県支出金

本補正に伴う財源調整

主 な 内 容

国庫支出金 出産・子育て応援事業の実施に係る計上分

繰越金



歳出予算の補正（つづき） （単位：千円）

事 業 名 称 担 当 課 補 正 額

障害児通所支援 療育支援課 43,740

保育ステーション
事業

保育課 520

児童発達支援セン
ター運営管理

療育支援課 1,240

出産・子育て応援
事業

健康づくり支援
課

483,032

593,792

（３）繰越明許費の補正

（単位：千円）

金 額

21,240

1,260

42,760

こども政策課一般事務

放課後児童健全育成事業

民間保育所補助等

衛生費

送迎車両安全装置設置、ＩＣＴ化等の推進及び見守りタグ導入支援につい
て令和５年度にわたる期間を必要とするため

事 業 名 称 繰 越 理 由

款 名 称 主 な 内 容

こどもの安心・安全対策に伴う送迎車両安全装置設置及び
見守りタグ導入支援に係る補助金の計上

歳 出 合 計

送迎車両安全装置設置、ＩＣＴ化等の推進及び見守りタグ導入支援につい
て令和５年度にわたる期間を必要とするため

送迎車両安全装置設置について令和５年度にわたる期間を必要とするため

民生費
こどもの安心・安全対策に伴う送迎車両安全装置設置、Ｉ
ＣＴ化等の推進及び見守りタグ導入支援に係る補助金の計
上

こどもの安心・安全対策に伴う送迎車両安全装置設置及び
ＩＣＴ化等の推進に係る業務委託料等の計上

出産・子育て応援事業に係る伴走型相談支援及び経済的支
援等の実施に伴う補助金等の計上
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繰越明許費の補正（つづき） （単位：千円）

金 額

43,740

520

1,240

483,032

593,792

送迎車両安全装置設置及び見守りタグ導入支援について令和５年度にわた
る期間を必要とするため

繰 越 明 許 費 合 計

出産・子育て応援事業

送迎車両安全装置設置及びＩＣＴ化等の推進について令和５年度にわたる
期間を必要とするため

障害児通所支援

保育ステーション事業

児童発達支援センター運営管理

事 業 名 称

伴走型相談支援及び経済的支援等の実施について令和５年度にわたる期間
を必要とするため

繰 越 理 由

送迎車両安全装置設置、ＩＣＴ化等の推進及び見守りタグ導入支援につい
て令和５年度にわたる期間を必要とするため



「出産・子育て応援事業」の概要

■事業イメージ

担当部署：保健医療部健康づくり支援課

483,032千円（繰越明許費設定）

産 後

【面談】妊娠届出後
（妊娠８～１０週前後）

【面談】出生届出後
（出生届出～乳児家庭全戸訪問）

面談

伴 走 型 相 談 支 援
～ 身近で相談に応じ、様々なニーズに即した支援につなぎます ～

経済的支援

（５万円給付）

経済的支援

（５万円給付）

妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、様々なニーズに即した必要な支援につなぐ
伴走型の相談支援を充実し、経済的支援を一体として実施します（令和５年９月末分まで予算計上）。

①伴走型相談支援（29,767千円）【財源：国2/3、県1/6、市1/6】

すべての妊婦や子育て家庭を対象として、面談を実施し、必要な支援につなぎ
ます。
【面談時期】
○妊娠届出後
・届出後にすべての妊婦に面談を行います。
・子育てガイドなどを確認しながら、出産までの見通しを立てます。

○妊娠８か月頃
・アンケートを実施し、希望者に対して面談を行います。

・産前産後の過ごし方や産後利用できるサービスの確認などを行います。
○出生届出後

・新生児訪問や乳児家庭全戸訪問（生後４か月以内）で対応します。
・産後ケア等のサービスや保育園の入園手続きなどの紹介を行うとともに、他

の親との情報交換の機会を紹介します。
【事業開始日】

令和５年２月予定

②経済的支援（379,665千円）【財源：国2/3、県1/6、市1/6】

令和４年４月以降に妊娠・出産した者に対し、妊娠届出後・出生届出後にそれ
ぞれ５万円、計１０万円の現金給付を行います。
○事業開始日以降に妊娠届出を行い、出産した場合

・妊娠届出後に面談を実施し、５万円を給付

・出生届出後に面談を実施し、５万円を給付
《経過措置》

○事業開始日前に妊娠届出を行い、事業開始日以降に出産した場合
・事業開始日以降に簡易アンケート等を実施し、５万円を給付

・出生届出後に面談を実施し、５万円を給付
○事業開始日前に妊娠届出を行い、出産した場合

・事業開始日以降に簡易アンケート等を実施し、１０万円を一括給付

③システム構築等導入経費（73,600千円）【財源：国10/10】

経済的支援を行うためのシステム開発経費等

■参考

・人件費等（9,609千円）‥‥①人件費等

・需用費（894千円）‥‥‥‥①事務用消耗品等 342千円

②事務用消耗品等 552千円

・役務費（6,620千円）‥‥‥①対象者との連絡経費 2,995千円

②申請に係る連絡経費 3,625千円

・委託料（90,421千円） ‥‥①支援業務委託 16,821千円

③システム構築等 73,600千円

・備品購入費（488千円）‥‥②事務用備品

・補助金（375,000千円）‥‥②10万円×2,500件×1.5年分

【面談】妊娠８か月頃
（妊娠３２～３４週前後）

出 産妊 娠 期
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「こどもの安心・安全対策支援事業」の概要 110,760千円（繰越明許費設定）

面談

「こどもの安心・安全対策支援パッケージ」に基づき、保育所等の送迎車両への安全装置、登園管理
システム、こどもの見守りタグの導入支援を行います。

１ 送迎時の事故防止対策（32,580千円）
送迎車両の安全装置の装備義務付けが、１年間の経過措置があるものの、令和

５年４月より施行予定です。また、令和５年６月末までに安全装置を装備するよ
う、保育所等への働きかけも求められていることから、保育所等運営者に対して
支援を行います。
【補助内容】

園児等の送迎を目的とした車両を所有する保育所等運営者に対し、置き去り防
止を支援する安全装置を設置するための費用を補助します。
【補助基準額】
・180,000円（車両１台当たり）
【補助率】
・国10/10（事業者負担なしの予定）
【対象施設及び対象車両台数】

種 別 施設数 車両台数 予算額
①民間保育所 2施設 2台 360,000円
②認定こども園 6施設 14台 2,520,000円
③川越市保育ステーション 1施設 2台 360,000円
④認可外保育施設 8施設 26台 4,680,000円
⑤民間放課後児童クラブ 3施設 7台 1,260,000円
⑥障害児通所支援事業所 40施設 127台 22,860,000円
⑦児童発達支援センター 1施設 3台 540,000円

合 計 61施設 181台 32,580,000円
※所管部署
①②③‥保育課、④‥こども政策課、⑤‥こども育成課、⑥⑦‥療育支援課

【スケジュール】
国の安全装置仕様ガイドラインや補助要件の公表後、令和５年２月上旬より、

補助申請を受け付け、３月上旬より、順次、補助金を交付する予定です。

２ ＩＣＴ化等の推進（61,220千円）
園児等の登降園の状況について、保護者からの連絡を容易にするとともに、職

員間での確認、共有を支援するための登園管理システム等、保育所等におけるＩ
ＣＴ化等を行うためのシステム導入を支援します。
【補助内容・補助率】
業務のＩＣＴ化等を行うためのシステム導入費の一部を補助します。

「保育に関する計画・記録」（国1/2、市1/4、事業者1/4）、
「園児の登園・降園の管理」（国3/5、市1/5、事業者1/5）、

「保護者との連絡」（国1/2、市1/4、事業者1/4）の３機能のうち、必要な機能の

みを選択して導入する場合も新たに補助対象とします。
※認可外保育施設は、「園児の登園・降園の管理」機能のみ対象
【補助基準額（事業者負担分含む）】

・１機能の場合‥１施設当たり20万円（端末購入を行う場合‥70万円）
・２機能の場合‥１施設当たり40万円（端末購入を行う場合‥90万円）

・３機能の場合‥１施設当たり60万円（端末購入を行う場合‥100万円）
※導入する機能の数、端末購入等の有無に関わらず１施設１回限り

【対象施設】
種 別 施設数 予算額

①民間保育所 11施設 8,635,000円
②認定こども園 3施設 2,355,000円

③小規模保育事業所 18施設 14,130,000円
④事業所内保育事業所 8施設 6,280,000円

⑤認可外保育施設 23施設 12,880,000円
⑥障害児通所支援事業所 29施設 16,240,000円
⑦児童発達支援センター 1施設 700,000円

合 計 93施設 61,220,000円
※所管部署
①②③④‥保育課、⑤‥こども政策課、⑥⑦‥療育支援課

【スケジュール】（市直営施設以外）
国の補助要件の公表後、令和５年２月上旬より、補助申請を受け付け、３月上

旬より、順次、補助金を交付する予定です。



３ こどもの見守りタグ導入支援（16,960千円）
こどもの安全対策に資するＧＰＳ等を活用したこどもの見守りサービスに係る

機器等の導入を支援します。
【補助内容】
ＧＰＳ等を活用したこどもの見守りサービスに係る機器等の導入費の一部を補

助します。

【補助基準額（事業者負担分含む）】
・200,000円以内（１施設当たり）

【補助率】
・国3／5、市区町村1／5、事業者1／5

【対象施設】
種 別 施設数 予算額

①民間保育所 23施設 3,680,000円
②認定こども園 8施設 1,280,000円

③小規模保育事業所 14施設 2,240,000円
④事業所内保育事業所 8施設 1,280,000円

⑤川越市保育ステーション 1施設 160,000円
⑥認可外保育施設 23施設 3,680,000円

⑦障害児通所支援事業所 29施設 4,640,000円
合 計 106施設 16,960,000円

※所管部署
①②③④⑤‥保育課、⑥‥こども政策課、⑦‥療育支援課

【スケジュール】
国の補助要件の公表後、令和５年２月上旬より、補助申請を受け付け、３月上

旬より、順次、補助金を交付する予定です。
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